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熊本では、2016年4月14日・16日の2回、

震度7の揺れを経験しました。震源地の益

城町を中心に、死者50名、16万棟余の建

物が甚大な被害を受け、避難生活が続

き、生活再建のめどが立たない人たちも少

なくありません 

今後、水俣で震度6を超える地震が発生

する可能性があり、来るべき地震にどう備

えるのか、防災計画の再構築は喫緊の課

題です 

熊本地震発生直後からの避難所設置や

運営、しょうがい者支援、避難者としての

経験から、今後の地震にどう備えるのか、

水俣市の防災計画にどう活かしていけば

よいのかを共に考えていきたいと思います 

受講はすべて無料です。全講義

受講者には修了証を発行します 


